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『経済史研究』投稿規程（新設）

2007年１月19日　　　　　　　
日本経済史研究所　運営委員会

１　投稿資格
　投稿は、運営委員、研究所員、特別研究所員、研究員、ならびに『経済史
研究』購読会員に限ります。ただし、研究所および編集委員会からの執筆依
頼原稿についてはその限りではありません。
２　原稿枚数等
　論説は30000字以内（含む図表）、研究ノートは20000字以内（含む図表）を
原則とします。
３　投稿
　原稿２部（コピー可）を、大阪経済大学日本経済史研究所宛に書留便で郵
送してください。または、電子ファイルによる送付も可能です。
４　原稿採否
　投稿原稿については、編集委員会が審査のうえ採否について連絡します。
ただし、依頼原稿についてはその限りではありません。
５　編集委員会
　研究所員、特別研究所員の中より研究所が委嘱した委員から構成し、委員
長は研究所長がつとめます。

［投稿規程新設理由］
　『経済史研究』が、若手研究者をはじめ、多くの研究者にとり重要で不可欠
な発表学術誌としてさらに発展するためである。経済史・経営史の専門学会
誌の数が限られていて、論文発表の機会が必ずしも多くはない現状からする
と、学会全体に寄与するところが大きいものと判断する。
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